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イヌの大脳動脈条片標本では，サブスタンス巳パゾプレッシン，カルシウム イオノフォア (A23187 ) 
などは内皮依存性の弛緩をひきお乙し， oxyHbやメチレンフソレーの前処置は乙れらの弛緩作用を消失すると
とから，内皮由来弛緩因子 (EDRF)を介する反応であると考えられる(出版物 1)。 サルの脳動脈におけ






ジピンの用量は， in vivo においてもoxyHbによる脳底動脈壁縮を防止した(論文12)。乙の時ニカルジピ
ンは全身血圧を低下しなかった。乙れらの事実は，カルシウム桔抗薬が大脳動脈l乙比較的選択的iζ働き，脳
血管肇縮を予防する乙とを示唆している。
血中マグネシウムの低下は大脳および冠動脈の肇縮を誘発し易くするという。マグネシウムは生体にある
カルシウム桔抗薬との考えもあるが，摘出イヌ大脳動脈を用いた今回の実験ではカルシウム桔抗薬の作用と
の明らかな相違が認められた。主な相違は，マグネシウムは電位依存'性カルシウムチャンネルを選択的に遮断
しない乙と，細胞内貯蔵部より遊離されるカルシウムの作用を抑制する乙とにあった。作用機序は異っても，
脳血管撃縮防止作用が期待される点では，マグネシウムもカルシウム桔抗薬と同様である(論文4)。
くまとめ〉
クモ膜下出血後lとみられる遅発性脳血管壁縮には，大脳動脈をとりまく大量の凝固血液が重要な役割を果
すと考えられる。血液成分の中で，出血後 1週間前後iζ強い動脈収縮をひきおとす物質としてoxyHbが有
力である。本実験では，摘出および生体位のイヌとサルの大脳動脈を用いて oxyHbの収縮lζ内皮からのプ
ロスタグランディン (PG)の遊離が重要である乙とを始めて証明した。血管壁縮lζは oxyHbの収縮作用
lζ加えて，大脳動脈拡張因子 (PGIz.EDRF， ナトリウムポンプ，血管拡張神経など)の遮断も極めて重要
である(印刷物 3)。 乙の様にして誘発される血管撃縮は，カルシウム措抗薬，シクロオキシゲナーゼ阻害
薬，マグネシウム，ヒスタミンHl措抗薬などの他に，クモ膜下腔のアスコルビン酸を含む溶液による濯流に
よって防止される可能f生が，今回の動物実験の結果から強く示唆される。
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